
 

                                        

 

 

 

文化祭を開催します 
  

11 月 13 日(土)に相野谷中学校文化祭を開催します。新型コロナウイルス感染症予防対策

の観点により、内容を精選し時間を短縮して行います。これまでは、地域の皆さまにもたく

さん参加し、楽しんでいただいていましたが、本年度も下記のように生徒のご家族や近隣在

住の身内の方・来賓及び関係者のみの参観として行います。ご理解ご協力をお願いします。 

また、発熱や咳などの症状がある方は来場をご遠慮ください。お車でお越しの方は、大里

多目的集会施設への駐車をお願いします。 

 

文化祭当日の日程及び内容 

  本年度テーマ 『 発見！ ～ 発揮しよう みんなの学び ～ 』 
  

【舞台発表（体育館）】9：30～12：20 

9：40  招待演奏  『木本高校吹奏楽部』 

10：30～ 各学年発表 １年『地域学習』 

  ２年『わたしたちの SDGｓ』                     

                     ３年『修学旅行』 

12：00～ 全校発表  合奏『栄光の架橋』 

合唱『ＨＥＩＷＡの鐘』 
  

【展示発表（校舎１階多目的ホール）】9：30～12：50 

保護者及び参観者の方は 12：50までにご覧ください。 
  

    【生徒の午後の日程】 

12：20～ 昼食（弁当を持参してください） 

 12：50～ 展示作品鑑賞 

  13：30～ 片付け、反省 

  15：00頃 下校予定 

 

                                           

保護者の皆さまへ 

〇 11 月 20 日(土)に土曜授業(学校公開 Day)を行います。この日は授業を公開しますの

で、ぜひお子さまの様子を見に来てください。当日の時間割は、後日お知らせします。 

  

小中合同防災学習を行いました 
  

10 月 25 日(月)に、三重大学より川口淳准教授をお招きし、第２回目の小中合同防災学習

を行いました。この日は、８班のグループに分かれて、川口先生と一緒に大里地区のフィー

ルドワーク（タウンウォッチング）を行い、災害が起きた際に「危険な箇所や対策」等を考

えながら歩き、場所を見つけ、写真を撮り、それらを地図（防災マップ）にまとめ上げる予

定でした。当日は雨が降っていたため、予定を変更して川口先生から「災害＆防災」につい

ての話をしていただき、その後、体育館で「クロスロード」という防災ゲームを行いました。

2・3 年生は昨年度も行ったゲームですが、1 年が経ち新たな気持ちで取り組めていました。 

今回できなかったフィールドワークについては、11 月 17 日(水)に行う予定です。また、

12 月には、同じ場所を地域の方と一緒に歩いて、子どもたちから危険な場所や危険にどう

対応していくのかなどを発信し、少しでも安心して暮らしていただけるような提案ができれ

ばと考えています。 

 

 

公開授業研究を行っています  
  

 指導方法の工夫・改善をすすめるため、全ての教員が授業を公

開し研修を行っています。 

10月 26日(火)には、2年生の社会科、3年生の国語科で公開授

業研究会を行いました。当日は、三重県教育委員会紀州教育支援

事務所の先生にも授業を見ていただき、助言をいただきました。 

11月には 3年生英語と 1年生英語の授業、12月は 2年生理科、

1 月は 1 年生理科と 2 年生数学の授業研究会を予定しています。

また、今後も紀州教育支援事務所、町教育委員会、紀宝町内の先

生方にも授業をみていただき、ご指導を受ける予定でいます。 

  

 

２年生サツマイモを収穫しました 
  

10月 27日(水)、２年生の技術科の時間に、5月に植えたサツマイモの収穫を行いました。 

植え付けの時にも指導していただいた学校評議委員の寺尾邦義さんに来ていただき、芋ほりを

行う際のポイントや注意点などのご指導をいただきました。 

生徒たちはシャベルや手で土を掘り、大小さまざまな形のサツマイモを収穫しました。 
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主な変更点 

 〇生徒のご家族や近隣の身内の方・来賓・関係者のみの参観とし、一般開放は行い

ません。 

 〇半日のみの開催にします。（9時 30分～12時 20分、展示は 12時 50分まで） 

  ※生徒は弁当を持参します。 

 〇参観者は受付でお名前の記入、マスクの着用、検温、手指消毒をお願いします。 

 〇ソーシャルディスタンスを保つため、椅子の間隔を広くとります。 


